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第i節 神話にあらわれた横川

第
一
節
神
話
に
あ
ら
わ
れ
た
横
川 

一
 

木
浦
権
現
の
跡
と
鏡
が
岡 

神
話
に
よ
る
と
、
高
天
原
に
お
ら
れ
た
天
照
大
神
は
、

天
孫
瓊 

々

杵

尊

に

葦

原

の

千

五

百

秋

の

瑞

穂

国(

日
本
の
呼
称)

へ
猿
田 

彦 

命 

を
案
内
役
と
し
て
高
千
穂
の
峰
に
天
降
ら
せ
、

し
ば
ら
く 

都
を
こ
こ
に
定
め
た
。

横
川
の
地
に
は
、

万

幡

豊

秋

津

師

比

売

命

が

こ

ら

れ

た

と

の 

口
碑
が
あ
る
。
万
幡
姫
は
天
照
大
神
の
御
子
天
忍
穂
耳 

命
の 

后 

と
し
て
天
降
ら
れ
た
。

一
行
が
ま
だ
下
界
に
降
り
き
ら
な
い
で
天 

空
に
い
る
う
ち
に
、

万
幡
姫
は
一
柱
の
御
子
を
生
ん
だ
。

そ
の
名 

を

天

津

日

高

日

子

番

瓊

々

杵

尊(

邇
邇
芸
命)

と
い
う
。

そ
こ
で 

新
た
に
生
ま
れ
た
こ
の
瓊-
々

杵

尊(

邇
邇
芸
命)

を
、
父
君
の
忍 

穂
耳
命
の
代
わ
り
に
、

天
降
ら
せ
た
。

命
が
高
千
穂
に
在
し
た
と
き
に
、

万
幡
比
売
命
は
横
川
の
地
に 

在
し
、
安
良
の
地
北
園
の
岡
に
休
ま
れ
た
。

そ
の
と
き
、
持
参
し

て
い
た
鏡
を
も
っ
て
、
高
千
穂
に
向
か
い
照
ら
し
て
居
場
所
を
示 

し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

こ

の
岡
を

い
ま
も

っ
て

「
鏡
が
岡
」
と 

い
う
。

そ
の
一
の
鳥
居
は
阿
弥
陀
原
の
西
、
弓
削
ヶ
丘
の
下
、

西
の
凹 

地
に
立
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

木
浦
権
現
神
社
の
跡
は
、
木
浦
秋
男
宅
の
南
、
貝
吹
岡
に
続
く 

丘
陵
の
裾
で
、
冬
暖
か
く
夏
冷
た
い
泉
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
、

正 

牟
田
川
の
源
流
を
な
し
て
い
る
。

こ
の
あ
た
り
一
帯
は
雑
木
自
然 

林
で
、
明
治
の
初
め
ご
ろ
ま
で
は
老
杉
が
お
い
茂
り
、

霧
島
松
と 

い
っ
て
天
を
覆
う
巨
大
な
松
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 

そ
の
森
の
中
ほ
ど
、

小

さ

い

「
田
の
神
」(

ほ

か

か

ら

持
ち

来 

っ
た
も
の)

が
笑
み
を
浮
か
べ
て
座
し
、

そ
ば
に®

矛
が
立
ち
、
 

美
し
い
辭
が
生
え
て
い
る
あ
た
り
が
お
宮
の
中
心
で
あ
っ
た
ろ
う 

と
い
わ
れ
て
い
る
。

お
祭
り
は
今
も
二
一
月
酉
の
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
費
用 

は
権
現
社
伝
来
の
田
地
ハ
ア
ー
ル
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い 

る
。
祭
主
は
木
浦
家
で
、
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
き
て
い
る
。 

こ
の
付
近
か
ら
は
、
立
派
な
土
器
の
壺
や
石
斧
の
破
片
が
沢
山 

採
取
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
古
墳
文
化
の
中
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第3章原始•古墳時代

木浦権現社

須恵器と石器（木浦出土）
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第1節 神話にあらわれた横川

で
詳
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、
木
浦
権
現
社
の
旧
田
地
の
そ
ば
に
夫
婦
石
と
い
う
石
が 

あ
っ
た
。

こ
の
石
を
他
の
地
に
運
ん
で
お
く
と
、
必
ず
元
の
場
所 

へ
か
え
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
夫
婦
石
が
、
な
ぜ
か 

今
は
見
当
た
ら
な
い
。

二

弓

削

ヶ

丘

別
の
名
を
、
湯
貝
の
峯
、
茶
園
の
丘
と
も
い
い
、
今
は
正
牟
田 

の
福
吉
清
二
氏
の
所
有
に
な
っ
て
い
る
檜
木
山
の
小
高
い
岡
で
あ 

る
。
頂
上
は
円
形
で
幅
一
〇
間(

約
二0

メ
ー
ト
ル)

の
土
塚
に 

な
っ
て
い
る
。

古
老
の
口
碑
に
よ
れ
ば
、

こ
の
丘
は
彦
火
火
出
見
命
の
御
陵
で 

は
な
い
か
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
昔
か
ら
、

こ

の
あ
た
り
の
人 

は
、

こ
こ
を
霊
地
と
し
て
、
立
ち
入
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い 

う
。
な
お
、
旧
記
並
び
に
阿
弥
陀
ヶ
原
の
碑
文
な
ど
に
よ
る
と
、
 

彦
火
火
出
見
命
の
御
陵
は
、
鹿
児
島
神
宮
を
去
る
四
里
の
所
に
あ 

る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
位
置
に
あ
た
っ
て 

い 

る
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
一
説
に
よ
る
と
、
明
治
の
初
め
宮
内
庁
か
ら 

係
官
が
調
査
に
来
た
と
き
、
集
落
の
人
々
は
後
難
を
恐
れ
て
確
た 

る
こ
と
を
証
言
せ
ず
、
そ
の
山
陵
は
溝
辺
郷
麓
村
に
在
り
と
決
定 

さ
れ
た
と
伝
え
聞
く
。

「
明
治
元
年
、
明
治
政
府
に
於
て
山
陵
調
査
の
た
め
、
後
醍
院 

真
柱
、
三
雲
藤
一
郎
及
び
三
島
通
庸
を
派
遣
し
、
同
三
年
重
ね
て弓削ヶ丘
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第3章原始•古墳時代

田
中
頼
庸
及
び
山
之
内
時
習
、
 

次
い
で
同
六
年
、
樺
山
資
雄
来
り 

て
明
治
六
年
七
月
二
十
九
日
、
宮
内
庁
に
於
て
三
山
陵
が
決
定
さ 

れ
る
」
と
誌
さ
れ
て
い
る
。

第

二

節

原

始

時

代

『
古
事
記
』
や

『
日
本
書
紀
』

に

書

か

れ

て

い

る

神

話•

伝
説 

は
、

そ
の
材
料
を
六
世
紀
ご
ろ
に
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

日 

本
列
島
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
日
本
民
族
の
歴
史
は
遠
く
古
い
文
化
の 

上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

遺
跡
の
発
掘
調
査
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
地
層
の
観
察
、
測
定
な 

ど
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
別
の
特
徴
が
分
類
さ
れ
、
編
年
さ
れ 

て
き
た
。

そ
の
結
果
、
世
界
で
最
も
古
い
人
類
は
、
今
か
ら
約
二 

〇0

万

年

ぐ

ら

い

前(

日
本
で
は
一
〇
万
年
ぐ
ら
い
前)

に
出
現 

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

鹿
児
島
県
内
で
人
類
が
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
出
水 

市
上
場
遺
跡
や
指
宿
市
小
牧
遺
跡
の
調
査
か
ら
約
二
万
年
前
と
推 

定
さ
れ
て
い
る
。

現

在

か

ら

一

万

年

ぐ

ら

い

前

ま

で

を

「
旧
石
器
時
代
」

と
い 

う
。こ

の
こ
ろ
の
人
々
は
、
植
物
の
栽
培
法
を
知
ら
ず
、

狩
猟
や
採
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第2節原始時代

集
に
よ
っ
て
食
糧
を
得
て
い
た
。
ま
た
、
道
具
は
石
を
打
ち
欠
い 

て
作
っ
た
石
器
を
使
っ
た
。
土
器
は
こ
の
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
に 

な
っ
て
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

木
浦
権
現
社
の
跡
付
近
か
ら
発
掘
さ
れ
た
石
斧
の
原
型
を
み
る 

と
き
、
旧
石
器
時
代
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
考
す
る
。

一
 

縄
文
時
代

約
一
万
年
前
か
ら
約
二
〇
〇0

年
前
ぐ 

ら
い
ま
で
お
よ
そ
ハ
〇0

0

年
間
は
縄
文 

時
代
と
い
い
、
早
期
、
前
期
、
中
期
、
後 

期
、
晩
期
の
五
時
期
に
区
分
さ
れ
て
い 

る
。
土
器
作
り
の
技
術
が
す
す
み
、
器
形 

や
文
様
も
多
様
化
し
て
き
た
。

九
州
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
埋
蔵 

文
化
財
発
掘
調
査(

一
九
ハ
一)

に
お
い 

て
、
中
ノ
字
中
尾
田
に
所
在
す
る
中
尾
田 

遺
跡
か
ら
検
出
さ
れ
た
遺
物
と
し
て
は
、
 

先
土
器
時
代
、
縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
、

中
世
期
の
も
の
が
あ
る
。
特
に
縄
文
時
代
の
遺
構
、
遺
物
は
多
種 

多
様
な
も
の
が
出
土
し
た
。

主
た
る
遺
構
と
し
て
は
「
集
石
」
が
あ
り
、

こ
れ
は
調
理
用
の 

施
設
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
炉
穴
」
は
、
 

四
個
の
楕
円
形
を
し
た
穴
が
重
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
柱
穴
の
中

に
は
木
炭
片
や
木
炭
の
粉
末
が
多
量
に
み 

ら
れ
、
火
を
た
い
た
跡
と
思
わ
れ
る
。
縄 

文
時
代
中
期
の
土
器
と
し
て
、
「
並
木
式 

土
器
」

「
阿
高
式
土
器
」
が
出
土
し
て
い 

る
。

二

弥

生

時

代

西
暦
紀
元
前
三
〇0

年
ぐ
ら
い
前
か
ら 

紀
元
後
三
〇0

年
ぐ
ら
い
は
弥
生
時
代
と 

い
い
、

こ
の
時
代
の
特
徴
と
し
て
は
水
稲 

が
栽
培
さ
れ
、
土

器•

石
器
の
ほ
か
鉄
器 

や
青
銅
器
な
ど
の
金
属
器
が
用
い
ら
れ
る 

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

石器類
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第3章原始•古墳時代

水
稲
の
栽
培
が
始 

ま
る
と
、
人
々
は
水 

田
の
近
く
に
集
落
を 

つ
く
っ
て
居
住
し
、
 

や
が
て
こ
の
中
か
ら 

有
力
者
が
現
れ
、
さ 

ら
に
有
力
者
の
中
か 

ら
豪
族
が
出
て
地
域 

を
治
め
る
よ
う
に
な 

っ
た
。

壺形土器

第

三

節

古

墳

時

代

弥
土
時
代
に
各
地
に
現
れ
た
豪
族
は
、
し
だ
い
に 

い
く
つ
か
の
強
い
豪
族
に
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な 

る
。
豪
族
た
ち
は
、
そ
の
力
を
示
す
た
め
に
、
土
を 

盛
っ
た
大
き
な
墳
墓
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
時
期
を
古 

墳
時
代
と
い
う
。

古
墳
の
内
部
に
は
、
竪
穴
式
石
室
や
箱
式
石
棺
な 

ど
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
死
者
を
埋
葬
し
た
。
中
ノ
字 

谷
ノ
ロ
に
は
地
下
式
横
穴
が
あ
る
。

ま
た
、
木
浦
権
現
の
跡
付
近
か
ら
出
土
し
た
「
壺 

形
土
器
」
は
須
恵
器
と
み
ら
れ
、
種
も
み
貯
蔵
用
に 

使
用
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
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